
百年塾の 10周年記念ウィーク事業が行われ、10月 22日 から教育プラザで、 10年のあゆみ、市

民教授の作品や百年塾推進国・校の活動などの展示、10月 24日 には若者たち
の祭典や記念講演会が

行われました。また 10月 31日 ■1月 1日 には、新都市広場やマーブルホールなどで百年塾フエ
スタ

98が行われ 人にやさしいまち 学校が楽しいまち、きれいなまち、国際的なまち、楽しいまち、

市民と企業が共生するまち 若者がはえるまちのフつのテーマで、晨示 体験 発表などが行わttま した。

今年も中 高校生たちが大活躍。ネパールに学校を 1の ビッグ
ハートに155.429円 が寄せられました。
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B立市では市民生活全般にわたる生涯学習を「百年塾通勁Jとして進めています。
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市内の小学校区では コミュニティ毎にスポーツ祭やらヽ
れあいの祭りが行われ、多くの出あいや交流が生まれてい

ます。これらの祭りには町内会や学区内の諸団体、企業と

の連携、ネットワークを活かした交流も行われています。

おおせ秋まつり

10月 25日  会瀬学Iκ 市民運動
推進会 (会長、柴田和彦さん)力 主ゞ

催する・おおせ秋まつり・ 力( 会議
青少年の家で行われました.

館内では 地域の人たちの美術展

日高学区スポレク祭

や小 中学校の生徒の作品展、グラ
ンドでは、会瀬スポーツ少年団が招

待した油縄子と中小路の少年団との

試合、中庭では三世代クロッケー大

会を行いました。

4か月前から実行委員会が組織さ
れ、準綺から当日まで●r内 会が役割

を分担、結束の強さを発揮 します。

会瀬 2丁 目の婦人部は、泊まり

込みでけんちんうとんとそばの

仕込みをする業の入れようです。

また、地域の特性を生かして、

会瀬漁港で朝あがつた魚ゃ、ネ

ットワークを生かした中里の野

菜や果物の販売も行われるなど、

会瀬と中里の人たちの交流の場

も設けら,tま した。

宮田ふれあいまつり

10月 24□  宮口1小学校で ま,
みきった青空のもと・第 9回宮田ふ

れあいまつり'が行われました。参
加は推定 2■人の大販わいです。
この祭りは、当初スポーッ少年‖

の交流会として発足し、その後、全

住民の「ふ itあ いまつりJに発展し

ました。

多くの人を集めるには、「子ども

を集めれば大人もついてくるJと の

考えから、子どもみこし3台、子供

風流物、手綱t風流大鼓と 子どもの
出番をたくさんつくりました。

実行委員の大内十寸さん、染谷工

枝さん、高田瑞穂さんは「誰でも故
郷と云えば子どもの頃のお祭り
を思い出すでしょう,あのよと

ざわめき あの空気をつくり、
子どもたちの心に残してやりた

い。まつりを通して住民の交流

がすすみ、人づくりからまちづ

くりへと連なれば幸いですJと。

おまつり方歳 !そ んな気持ち

10月 25日 、行つて、見て、
参加してをテーマに日高学区 (会

長、小松正さん)の三世代スポ
レタ祭が行われました。

子どもからお年寄りまでみん

なが参加できるよう工夫さオl、

アトラクションには日立電線日

高工場のステファン マヤカと
たろうなどもプログラムされ、

企業との連携も忘れません。

学区の体青振興会、文化協会、

小 中学校、幼稚回、公民館、商店
会、婦人会、PTAな ど多くの団体
力嘔 力して豊り上げています。

なつかしの遊び、まんぶく横町や

縁日村など、楽しいネーミングのコ

ーナーもたくさんの人たちでにぎわ
いました。中学生も部活対抗の競技

や売り子役で大活用です。

平成元年、それまで27回続いた
動員型の市民体育祭から、大議論の

末、ちょつと行ってみようかと出掛
けて来た人たちも、参加できるスボ
ーツ祭にしたと話してくれました。

実行委員長の志賀純夫さんは「み

んなの楽しそうな顔を見るとやって

よかつた。苦労したことを忘れてし

まいますよ」と言います。爽やかな

祭りでした。

にさせられる富出のふれあいま
つり。いつまでも続くことを願
いたいものです。

海防城を学ぶ
′`

9月 ll、 16、 !9 riの 3日 間、助

川コミセンで 助川まちづくり
協議会主催の「助川海防域を語

る会」力(開催されました。

この助
"`海
防城は、天保 7年

(1836)億 ‖:斉昭が外敵から国を

守るために築城。この種の城と

しては日本に一つしかない貴重

な城です。

大貫先生の熱心な講義に、50

名の聴講生からも活発な質問が

あリイ1意義な会となりました。

1911に は、助川小学校で海防

城模型を見学、本丸跡 城主山
野辺氏の墓所、幕末の騒乱で死

亡した多くの家臣たちの墓、海

防砲台跡などの史跡を歩きなが

らの議美となりました,

また今年 大貫先′::を 中し、に

憲墓場:彙 l」 :[挙r[い
た活動を通して よつ多くの人
たちに海力城を知つてもらい、

将来、城跡公同に復元されたら

と願わずにはいられません。

第 2回

百年塾広報紙コンクール
広報r.づ くりで頑張っている■aL

さんでき111えを評価し合いましょう。

と き 1月 30日 (t,13:30ヽ

視聴党センター4 Plt

対 象 ■小 中 高PTA一 般
応暮方法 □今年度発行のもの 1●

□百年毬サロン宛に12月 25日

までにお送りくださぃ

各 賞 本部長賞ほか各賞
内 容 表彰と交流
広報紙づくりの絆労話など

ガイドブックが完成

大久保ふれあいまつり

11月 1日 、明るい大久保市民の
会主催で、防災訓練を中.こ、に '大久

保ふれあいまつり・ 力ゞ行われました。

多賀消防署の協力で、消火器やバ

ケツリレーによる初期消火、応急処

置の方法なと、子どもからお年寄り

まで多くの人が体験しました,

人久保中吹奏楽部の ミニコンサー

トや、大久保小 PTAに よるバザー
や各種グーム 市民の会の模擬店も
あり、楽しみなから防災の必要性を

学びました。

会長の岡部光雄さんと防災部長の

瀬谷卓夫さんは「たくさんの人の参

加はあったが、今後は 30～ 40代
が防災組織の中.さ を担うようにした

いJと 振り返ります。PTAや 子ど
も会はじめ、すえひろ児童館 中部
支所、ボーイ ガールスカゥト、ひ
まわリバ トンリズムスボーッ少年同

などが連携して行つています。

久慈地区市民体育祭

l!月 3日 、久慈地区市1モ体育祭が

久慈中学校を会jleに開lLさ れました,

昔から「必ず晴れる文化の日Jを
選んで行われてきたこの体育祭は

48回 日を迎えた今年も好天に忠まれ、

久慈地区の伝統行事の一つとして地

域の人たちに受け継がれてきました。

人気の種日は、 7つの町内が各国長
をモデルに趣向を凝らすlfx装 .昔話
や現代の世40を テーマに 会場を実
いて包みます。また 体育祭の トリ
をとる町内対抗リレーは、lt核 席が

総立ちとなる盛りLが りです。

百年塾ガイドブック「百年塾する

人この指とヽまれ」ができました。

発行は20,∞0部で、企業や市内の学

校、公民館、コミセンなどの公共施

設を中′きに配布する予定です。

その他希望される方は

百年塾サロン●(23)9165又 は
生涯学習課 ●(23)9150に お
問い合せください。

しかし一方では、少子化や核家族

化などの影響で参加者は年々減少し

ているそうです。体育祭の運営に長

くかかわってきた宇佐美栄十さん、

星野高恵さん、金澤―雄さんらの話

では、「運動会は勝負ごとが大好きな

浜の人にとって、昔は大きな楽しみ。

今は薇人や家族での楽しみが増えて

魅力が薄れてきたのではJと 。再来
年の 501n」 を機に運営や競技内容等

の見直しも考えているそうです。

受け継がれてきたスタイルを守っ

ていきたいという思いと、若い世代

に合わせた新しい体育祭をという 2

つの考え方をどう取り入れていくか

を今後の課題に 地域のみんなが楽
しめる体市祭への取 り組みが始まっ

ています。

日立市では市民生活全般にわたる生涯学習を「百年塾通勁Jと して遺めています.
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